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   A case of cysts in the cavum tunica vaginalis testis was reported. A 58-year-old man visited 
our clinic with the chief complaint of urethral bleeding. Urethro-cystogram revealed stricture of 
bulbous urethra. We palpated several pea-sized painless masses in the left scrotum. On ultrasono-
gram of the left scrotal contents several cystic lesions were detected at the cranial side of the left 
testis. At operation, cysts were found in the cavum tunica vaginalis testis, and were resected 
along with the tunica vaginalis. Fluid of the cysts was serous without sperm. Histopathologically 
mesothelial cyst was suspected. The incidence of cysts in the cavum tunica vaginalis testis is rare 
and only 17 cases have been reported in Japan. We reviewed 9 cases of cysts arising from lamina 
parietalis of tunica vaginalis. 
                                                 (Acta Urol. Jpn.  40: 725-728, 1994) 












































































































精 索 や陰 嚢 内 容 の嚢 胞 はGibson1)によれ ば大 き く
















な どで あ る.そ して これ らを 鑑 別す るに あ た っては 嚢
胞 上 皮 の組 織 学 的 所見 や 嚢 胞 内 容 の精 子 の 有 無 が参 考
に され て い る.し か し円柱 上 皮 で も陳 旧化 す る と扁平
な立 方 上 皮 に変 化 した り,ま た 精子 は 自然 に 吸 収消 失
す る例 もあ るた め,飯 塚 ら2)が述 べ て い る よ うに,嚢
胞 の解 剖 学 的 な存 在 部 位 に よ り分 類 し検討 す べ き と考
え られ る.
精 巣 固 有 鞘膜 は,発 生 学的 には 腹 膜 に 由来 し,解 剖
学 的 に は,精 巣 と精 巣 上 体 を 被 う臓 側 板(1amina
visceralis),精巣 上体 の後 縁 に 沿 う精 巣 間 膜(meso一
今津,ほ か=精巣鞘膜腔 ・嚢胞 727
TableNinecasesofcystarisingfromlaminaparietalisoftunicavaginalistestisreportedinthe
Japaneseliterature
・講 告者 報告年 篇 症 状(大 きさ最大径).数 内容液 嚢 胞内面 文 献
1,坂 ら19775右 陰嚢 部腫 脹 栂 指頭 大 ・1
2.坂 ら197756両 無痛 性 腫 瘤




4.平 野 ら19888右 有 痛性 腫 瘤10mm・1
5.長 藤 ら198866右 無痛性腫瘤 7mm。1
6.高 ら198940左 無 痛性 腫 瘤20mm・1
7.菊 地 ら199151左 有 痛性 腫 瘤 小 指頭 大 ・12
漿 液 性 中 皮 細 胞 泌尿紀要23:67-73,]977
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(fibrinit着)
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黄色透明 中 皮 細 胞
(扁 平 化)
漿 液 性 扁 平 な 細 胞
8,中 川 ら199369左 無痛性腫瘤35mm・ 多房性 記載 な し
9.自 験例199358左 無痛性腫瘤 小豆大 ・6 漿 液 性
〃
臨 泌36:581-583,1982




多 列 円 柱 上 皮 臨 泌47:16)-163,1993(線毛 あ り)






























な い もの の,免 疫組 織 化学 染 色 に よ り,血 管や リンパ
管 の 内皮細 胞由来 の もの は否 定 的 で あ り,中 皮 細 胞 由
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